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(57)【要約】
【課題】　互いに異なる方向に配向される画素、又は各
画素のドメイン別に液晶の配向によって変わる光透過特
性を画素又はドメイン別に補償する補償フィルムを用い
て、光特性を最大化した液晶表示装置、及びその製造方
法を提供する。
【解決手段】　本発明に係る液晶表示装置は、互いに向
き合う両基板と、前記両基板の間に形成された液晶層と
からなり、複数個の画素を備え、前記各画素は異なる配
向特性を有する少なくとも二つのドメインで定義された
液晶パネル、及び前記各ドメインの液晶配向方向に相応
する方向に光特性を補償する補償フィルムを含むことを
特徴とする。
【選択図】　図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに向き合う両基板と、前記両基板の間に形成された液晶層とからなり、複数個の画
素を備え、前記各画素は異なる配向方向を有する少なくとも二つのドメインで定義された
液晶パネル、及び
　前記各ドメイン液晶配向方向に相応する方向に光特性を補償する補償フィルムを含むこ
とを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関し、特に、画素又はドメイン別に液晶の配向によって変わる
光透過特性を画素又はドメイン別に補償する補償フィルムを用いて、光特性を最大化した
液晶表示装置、及びその製造方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　情報化社会の発達と共に、表示装置に対する要求も多様な形態で求められており、これ
に応じて最近では、液晶表示装置（ＬＣＤ）、プラズマディスプレイパネル（ＰＤＰ）、
ＥＬディスプレイ（ＥＬＤ）、蛍光表示管（ＶＦＤ）など様々な平板表示装置が研究され
て来ており、一部は既に各種装備の表示装置に活用されている。
【０００３】
　その中で、現在、画質に優れており、軽量薄型、低消費電力の特徴及び長所から移動型
画像表示装置の用途でブラウン管（ＣＲＴ）に代わってＬＣＤが最も多用されており、ノ
ートブックパソコンのモニターのような移動型の用途以外にも放送信号を受信してディス
プレイするテレビ及びコンピューターのモニターなどで多様に開発されている。
【０００４】
　かかる液晶表示装置が一般的な画面表示装置として多様な所で使用されるためには、軽
量薄型、低消費電力の特長を維持しながらも高精細、高輝度、大面積など上質画像をどれ
だけ実現できるかにかかっているといっても過言ではない。
【０００５】
　一般的な液晶表示装置は、画像を表示する液晶パネルと、前記液晶パネルに駆動信号を
印加するための駆動部とに大きく区分されることができ、前記液晶パネルは、一定の空間
を有して貼り合わせられた第１、第２ガラス基板と、前記第１、第２ガラス基板の間に注
入された液晶層とで構成されている。
【０００６】
　ここで、前記第１ガラス基板(ＴＦＴアレイ基板)には、一定の間隔を持って一方向に配
列される複数のゲートラインと、前記各ゲートラインと垂直した方向に一定の間隔で配列
される複数のデータラインと、前記各ゲートラインとデータラインとが交差して定義され
た各画素領域にマトリックス状に形成される複数の画素電極と、前記ゲートラインの信号
によってスイッチングされて前記データラインの信号を前記各画素電極に伝逹する複数の
薄膜トランジスタとが形成される。
【０００７】
　そして第２ガラス基板(カラーフィルター基板)には、前記画素領域を除いた部分の光を
遮断するための遮光層と、カラー色相を表現するための赤、緑、青のカラーフィルター層
と、画像を具現するための共通電極が形成される。
【０００８】
　前記一般的な液晶表示装置の駆動原理は、液晶の光学的異方性と分極性質を利用する。
　液晶の構造が細長いため、分子配列に方向性を持っており、人為的に液晶に電界を印加
して分子配列の方向を制御することができる。したがって、前記液晶の分子配列方向を任
意に調節すると液晶の分子配列が変わるようになり、光学的異方性によって前記液晶の分
子配列方向に光が屈折して、画像情報を表現することができる。
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【０００９】
　現在は薄膜トランジスタと前記薄膜トランジスタに連結された画素電極が行列方式に配
列された能動行列液晶表示装置(アクティブマトリクス ＬＣＤ)が解像度及び動画像具現
能力に優れていて最も注目されている。
【００１０】
　以下、添付の図面を参照にして、従来の液晶表示装置及びその製造方法を説明する。
【００１１】
　図１は従来のマルチドメイン液晶表示装置の液晶パネル、及びこれに対応する偏光板を
示す斜視図で、図２は図１の液晶表示装置の各ドメイン別の予想輝度分布を示す図面であ
る。
【００１２】
　図１及び図２に示したように、従来のマルチドメイン液晶表示装置は、複数の画素、及
び画素内の複数のドメインが定義された液晶パネル１０と、一方向に透過軸が定義された
偏光板２５とを含んで構成される。
【００１３】
　ここで、前記液晶パネルは互いに向き合う第１、第２基板（図示せず）と、前記第１、
第２基板の間に充填された液晶２０とを含む。そして、前記偏光板２５は、前記第１、第
２基板のそれぞれの背面に取り付けられて形成される。この際、前記液晶パネル１０の上
部の背面に所定の方向の透過軸を有する偏光板２５と、図示してはいないが、前記液晶パ
ネル１０の下部の背面に偏光板２５と９０°方向、又は前記所定の方向に透過軸を有する
偏光板が共に形成される。
【００１４】
　かかる従来のマルチドメイン液晶表示装置は、前記第１、第２基板上にアレイ工程を完
了した後、それぞれ第１、第２配向膜（図示せず）を形成する時、それぞれの配向膜上に
ラビング処理時にプレチルトをドメイン別に異なるように変形するか、或いは前記アレイ
形成工程時に第１、第２基板の画素領域内の画素電極や、共通電極などの形状を異なるよ
うに変形して、一つの画素内のドメインを区分して形成する。
【００１５】
　図１では一つの画素を示しており、一つの画素内で総９つのドメインが定義されている
。
　この場合、隣接したドメイン同士は互いに異なる配向特性を有しており、ここで、異な
る配向特性を有したドメインをそれぞれ第１ドメイン１１ａ、第２ドメイン１１ｂと称す
る。
【００１６】
　図２に示したように、前記第１ドメイン１１ａは、前記偏光板２５の透過軸と同一の液
晶配向方向を有しており、相対的に他のドメインに比べて光透過が高く発生し、前記第２
ドメイン１１ｂは、前記偏光板２５の透過軸、又は前記透過軸と９０°になる方向とは異
なる液晶配向方向（前記透過軸と０°、９０°の間でなされる方向）を有しており、相対
的に他のドメインに比べて光透過が行われない。即ち、これはブラック状態で第１ドメイ
ン１１ａから漏洩光が発生することを意味する。
【００１７】
　一般的な液晶表示装置の偏光板は、液晶パネルの上下部に位置させ、前記上下部の偏光
板をそれぞれその透過軸を一致させ形成するか、或いは互いに９０°方向の差が生じるよ
うに形成する。
【００１８】
　ここで、一つの画素に複数のドメインを形成するマルチドメイン液晶表示装置の場合、
このような方式でマルチドメインを形成すると、広視野角は主に左右上下の程度が改善さ
れ、左右上下ではない他の領域での視野角の改善は行われない。これはマルチドメイン液
晶表示装置の構造では所定のドメインで漏洩光が発生して、均等な光透過特性を有するこ
とができないことを意味する。
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【００１９】
　一方、このような液晶２０は前記ドメイン別に配向特性が区分される。
【００２０】
　以下、マルチドメイン液晶表示装置の例として、高開口率を有するＶＡモードの液晶表
示装置について紹介する。
【００２１】
　図３は一般的な高開口垂直配列（ＨＡＶＡ(High　Aperture　Vertical　Alignment)）
モードの液晶表示装置を示す断面図で、図４は図３の平面図である。そして図５は図４の
液晶配向を示す形状である。
【００２２】
　図３乃至図５に示したように、一般的なＨＡＶＡモードの液晶表示装置は、互いに向き
合う第１、第２基板３０，４０と、前記第１基板３０上に互いに垂直に交差して画素領域
を定義して形成されたゲートライン（図示せず）及びデータライン（図示せず）と、前記
画素領域内の前記第１基板３０上に形成された画素電極３５と、前記第２基板４０上に画
素領域の中心に対応して形成された誘電体４２とを含んで構成される。ここで、前記ゲー
トラインとデータラインの間、前記配線と前記画素電極３５の間には絶縁膜３３がさらに
形成されている。
【００２３】
　そして、前記第２基板４０の上部には全面に共通電極（図示せず）が形成されており、
電圧印加時に前記画素電極３５との間に垂直電界を形成する。ここで、前記第１、第２基
板３０、４０の互いに向き合う面の間のセルギャップはｄ、前記誘電体４２の外郭線と画
素電極３５の周縁の一辺間の距離は１に当たる。
【００２４】
　このようなＨＡＶＡモードの液晶表示装置では、第１、第２基板３０、４０の背面に一
方向の透過軸を有する偏光板（図１の２５参照）が配置されている。このようなＨＡＶＡ
モードの液晶表示装置では、図４に示したように、前記画素領域の中心に誘電体４２が形
成されることで、前記誘電体４２を中心にした放射状の電界が形成され、これによって液
晶が配向される。
【００２５】
　かかるＨＡＶＡモードの液晶表示装置は、画素領域の中心に誘電体４２が形成され、前
記誘電体４２を中心に放射状に電界が形成され、これによって液晶５３は前記電界に沿っ
て放射状に配向される。
【００２６】
　図５に示したように、ここで、前記画素の中心を基準にして、液晶の配向が左右方向で
あるドメインは第１ドメイン５１ａで、上下方向のドメインは第２ドメイン５１ｂである
。
　そして、それぞれ右上左下の対角線方向のドメインは第３ドメイン５１ｃ、左上右下の
対角線方向のドメインは第４ドメイン５１ｄである。
【００２７】
　ここで、前記ＨＡＶＡモードの液晶表示装置は、水平/垂直に形成された液晶を補償す
るための液晶表示装置で、電圧印加時に光透過特性を単一の画素領域の液晶パネル５０の
上部で観察すると、図５に示したように、角領域（前記画素の各四つの角）から光が漏洩
して、光特性を低下させている。
【００２８】
　一方、上下部の偏光板の透過軸が互いに角領域の液晶配向が光透過を補償するように図
１に示した偏光板の光透過軸方向に比べ４５°の角度で捩れた場合には、相対的に水平/
垂直方向に配向されたドメインで漏洩光が存在する。
【００２９】
　したがって、このようなＨＡＶＡモードを含む従来のマルチドメイン液晶表示装置にお
いては、高開口率を有するために、多様な方向の液晶方向を有するように液晶パネルの内
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部の画素及び配向処理が行われても、前記液晶パネルの背面に配置される一方向の透過軸
を有する偏光板の特性によって偏光板の透過軸が現れる部分で漏洩光が発生するなどの問
題点が発生する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００３０】
　しかしながら、上記のような従来の液晶表示装置及びその製造方法には次のような問題
点がある。
【００３１】
　ＨＡＶＡモードを含む従来のマルチドメイン液晶表示装置は、高開口率を有するために
、多様な方向の液晶配向を有するように液晶パネルの内部の画素及び配向処理が行われて
も、前記液晶パネルの背面に配置される一方向の透過軸を有する偏光板の特性によって偏
光板の透過軸と一致する液晶配向を有するドメインと、偏光板の透過軸と異なる液晶配向
を有するドメインで異なる輝度を有する。即ち、ブラック状態で漏洩光が現れるドメイン
が発生し、よって一つの画素内でドメイン別に輝度差が発生する。
【００３２】
　本発明は上記のような問題点を解決するために成されたもので、その目的は、互いに異
なる方向に配向される画素、又は各画素のドメイン別に液晶の配向によって変わる光透過
特性を画素又はドメイン別に補償する補償フィルムを用いて、光特性を最大化した液晶表
示装置、及びその製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００３３】
　上記目的を達成するための本発明に係る液晶表示装置は、互いに向き合う両基板と、前
記両基板の間に形成された液晶層とからなり、複数個の画素を備え、前記各画素は異なる
配向特性を有する少なくとも二つのドメインで定義された液晶パネル、及び前記各ドメイ
ンの液晶配向方向に相応する方向に光特性を補償する補償フィルムを含むことを特徴とす
る。
【００３４】
　さらに、上記目的を達成するための本発明に係る液晶表示装置は、互いに向き合う両基
板と、前記両基板の間に形成された液晶層とからなり、異なる配向特性を有する少なくと
も二つの画素を備えた液晶パネル、及び前記各画素の液晶配向方向に相応する方向に光特
性を補償する補償フィルムを含むことを特徴とする。
【００３５】
　ここで、前記補償フィルムは、前記液晶パネルの一側の基板の背面、又は両側の基板の
背面上に位置する。
【００３６】
　前記補償フィルムは、前記液晶パネル内に互いに向き合った両基板上に形成される。
【００３７】
　前記補償フィルムは、前記各画素別にそれぞれの液晶の配向特性によって異なる透過軸
を有する偏光板である。
【００３８】
　前記補償フィルムは、各画素別のそれぞれの位相差を補償する位相差補償フィルムであ
る。
【００３９】
　また、上記目的を達成するための本発明の液晶表示装置の製造方法は、複数の画素を備
えて少なくとも二つの画素が異なる配向特性を有するか、複数の画素を備え、各画素は異
なる配向特性を有する少なくとも二つのドメインがそれぞれ形成された第１、第２基板を
用意する段階、前記第１、第２基板の間に液晶層を形成して、液晶パネルを形成する段階
、前記液晶パネルの一側の基板の背面、又は両側の基板の背面上に前記各画素、又はドメ
インの液晶配向方向に相応する方向に光特性を補償する補償フィルムを形成する段階を含
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むことを特徴とする。
【００４０】
　さらに、上記目的を達成するための本発明の液晶表示装置の製造方法は、第１、第２基
板を用意する段階、前記第１、第２基板に複数の画素、又は各画素が少なくとも二つのド
メインを有するように定義して、各画素又は各ドメインを異なる方向に光特性を補償する
補償フィルムを形成する段階、前記補償フィルムが形成された第１、第２基板上に前記補
償フィルムの各画素、又はドメインの光特性に相応する配向方向を有するようにＴＦＴア
レイ工程及びカラーフィルターアレイ工程を行う段階、前記第１、第２基板の間に液晶層
を形成して、液晶パネルを形成する段階を含むことを特徴とする。
【００４１】
　ここで、前記補償フィルムは、前記各画素又はドメインの液晶配向の特性によって異な
る透過軸を有する偏光板である。
【００４２】
　前記補償フィルムは、前記各画素又はドメイン別にそれぞれの位相差を補償する位相差
補償フィルムである。
【発明の効果】
【００４３】
　上記のような本発明の液晶表示装置及びその製造方法には次のような効果がある。
【００４４】
　第一に、従来は０°又は９０°に交差した偏光板を構成することで、画素別又はドメイ
ン別の異なる液晶配向を有する液晶パネルの形成時に、上下左右又は対角線方向の何れか
一方向でのみ光透過特性に優れ、残りの画素又はドメインではブラック状態で漏洩光が発
生したが、本発明では、このような漏洩光が発生した画素やドメインに透過軸の異なる偏
光板、或いは位相補償フィルムを構成することで、光透過特性をドメインごとに補償する
。
【００４５】
　第二に、液晶パネル内の基板上にドメイン別の特性を異なるようにした偏光板、或いは
位相補償フィルムを、基板内に定義されたドメイン別にアレイ工程進行時に共に形成する
ことで、パネルの外部取付型偏光フィルムに比べてミスアラインのおそれがない。
【発明を実施するための最良の形態】
【００４６】
　以下、本発明に係る液晶表示装置およびその製造方法の好適な実施の形態について、添
付の図面に基づいてより詳細に説明する。
【００４７】
図６は本発明の第１実施例に係る液晶表示装置の液晶パネルの単位画素、及びこれに対応
する偏光板を示す斜視図である。
【００４８】
　本発明の第１実施例に係る液晶表示装置は、図６に示したように、複数の画素、及び前
記各画素内に複数のドメイン１０１ａ、１０１ｂ、１０１ｃ、１０１ｄが定義された液晶
パネル１００と、前記液晶パネル１００の背面液晶パネルの各ドメイン別に対応して、光
透過特性差を補償させる他の光透過軸を有する偏光板ドメイン１１１ａ、１１１ｂ、１１
１ｃ、１１１ｄを含んでなる偏光板１１０を配置させる。
【００４９】
　本発明の第１実施例に係る液晶表示装置はＨＡＶＡモードの液晶表示装置であるが、こ
れに限定されず、本発明の第１実施例は、一つの画素内に複数のドメインが定義されるマ
ルチドメイン液晶表示装置ばかりでなく、画素別に異なる配向特性を有する液晶表示装置
にも適用可能である。
【００５０】
　したがって、一般的な水平配列（ＩＰＳ）モード、マルチドメイン垂直配列（ＭＶＡ）
モード、高開口垂直配列（ＨＡＶＡ）など、その他に実現可能なモードの液晶表示装置を
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全て含むことができる。
【００５１】
　ここで、前記液晶パネルは互いに向き合うように形成され、それぞれＴＦＴアレイとカ
ラーフィルターアレイが形成される第１基板（図示せず）及び第２基板（図示せず）と、
前記第１、第２基板の間に形成される液晶１２０とを含んで成される。
　そして、前記偏光板１１０は、前記液晶パネル１００の上下部の背面に形成される。
【００５２】
　図６に示したように、本発明の第１実施例に係る液晶表示装置は、液晶パネル１００の
一つの画素領域が９ドメインを有することを例として説明した。前記画素の中心を基準に
して、液晶の配向が左上右下の対角線方向の第１ドメイン１０１ａ、液晶の配向が上下方
向の第２ドメイン１０１ｂ、液晶の配向が右上左下の対角線方向の第３ドメイン１０１ｃ
、液晶の配向が左右方向の第４ドメイン１０１ｄで区分する。
【００５３】
　かかる液晶表示装置はノーマリブラックモードで、電圧を印加する前にブラック状態を
表し、電圧を印加した後にはホワイト状態を表す。このような前記ドメイン別に異なる透
過軸が定義された偏光板１１０は、ノーマリブラックモードにおいて、電圧印加前の初期
状態のドメイン別の液晶１２０の配向による光透過特性差を補償するために形成する。
　前記液晶パネル１００には隣接したドメイン間の液晶の配向が４５°又は９０°捩れた
特性を有している。
【００５４】
　本発明の第１実施例の液晶表示装置は、対角線方向への視野角を改善するために、液晶
１２０の配向が垂直/水平方向に対して４５°となるように形成する。
　このような液晶１２０のドメイン別の配向特性は、既述したように、プレチルト角を異
なるようにしたり、画素領域内の画素電極、共通電極、又は誘電体などの構成を異なるよ
うにして構成すればよい。
【００５５】
　このような液晶配向が４５°のドメイン領域における偏光板の透過軸は垂直/水平ドメ
イン偏光板の軸と４５°の差が生じるように設計すると、光特性の低下なく光視野角を達
成することができる。
【００５６】
　ここで、前記偏光板１１０は、前記液晶パネル１００内に形成されたドメインに対応し
て、それぞれ透過軸が異なるように定義された偏光板ドメイン１１１ａ、１１１ｂ、１１
１ｃ、１１１ｄが定義される。この際、前記偏光板１１０の各偏光板ドメイン１１１ａ、
１１１ｂ、１１１ｃ、１１１ｄの透過軸は、液晶パネル１００のドメイン別の液晶１２０
方向と一致し、図示していない前記液晶パネル１００の下部の背面には、前記各偏光板ド
メイン１１１ａ、１１１ｂ、１１１ｃ、１１１ｄ別に前記偏光板１１０の透過軸に９０°
方向の透過軸を有する向き合い偏光板（図示せず）がさらに形成される。
【００５７】
　この際、前記偏光板１１０及び向き合い偏光板は、図示したように、液晶パネル１００
の外部の背面に形成され、又は前記液晶パネル１００を形成する第１、第２基板上に形成
されることもできる。
【００５８】
　即ち、液晶パネル１００の外部背面に前記偏光板１１０を形成する方法を説明すると次
の通りである。
【００５９】
　上述したように、薄膜トランジスター及び画素電極を備えたＴＦＴアレイ、及び共通電
極を備えたカラーフィルターアレイがそれぞれ形成された第１、第２基板（図示せず）に
第１、第２配向膜（図示せず）を蒸着し、前記第１、第２配向膜のラビング処理時にプレ
チルトをドメイン別に異なるようにして、各画素別に配向方向を異なるようにする。
【００６０】
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　また、前記ＴＦＴ及びカラーフィルターアレイ工程で前記画素電極や、共通電極などの
形状を異なるように変形して、一つの画素内に複数のドメインで区分し、各ドメイン別に
配向方向を異なるように形成する。
　このような第１、第２基板を所定の間隔を有するように貼り合わせ、前記両基板の間に
液晶層を形成して、液晶パネルを完成する。
【００６１】
　そして、前記各画素別又はドメインの液晶配向方向に相応する方向に光特性を補償する
補償フィルム（偏光板）を、前記液晶パネルの第１、第２基板の外部の表面に取り付ける
。
【００６２】
　一方、前記偏光板１１０を、前記液晶パネル１００をなす第１、第２基板上に形成する
こともできる。即ち、複数の画素、又は各画素が複数のドメインで定義される基板を用意
する。
【００６３】
　次いで、前記基板（液晶パネル１００内の第１基板及び第２基板）上に上下軸方向（第
２偏光板ドメイン１１１ｂの透過軸参照）の透過軸を有する偏光物質を基板上に全面蒸着
し、前記偏光物質の表面の感光膜を塗布した後、これを露光及び現像して、前記第２ドメ
イン１０１ｂ、又は画素に対応して感光膜パターンを残す。そして、前記感光膜パターン
をマスクにして前記偏光物質を除去して、第２偏光板ドメイン１１１ｂ又は画素を形成す
る。
【００６４】
　次いで、前記基板（液晶パネル１００内の第１基板及び第２基板）上に左右軸方向（第
２偏光板ドメイン１１１ｄの透過軸参照）の透過軸を有する偏光物質を基板上に全面蒸着
し、前記偏光物質の表面の感光膜を塗布した後、これを露光及び現像して、前記第４ドメ
イン１０１ｄ又は画素に対応して、感光膜パターンを残す。そして、前記感光膜パターン
をマスクにして前記偏光物質を除去して、第４偏光板ドメイン１１１ｄ又は画素を形成す
る。
【００６５】
　同様に、前記基板（液晶パネル１００内の第１基板及び第２基板）上に左上右下の対角
線方向（第１偏光板ドメイン１１１ａの透過軸参照）の透過軸を有する偏光物質を基板上
に全面蒸着し、これを選択的に除去して、第１ドメイン１０１ａ又は画素に対応する部位
に第１偏光板ドメイン１１１ａ又は画素を形成し、基板（液晶パネル１００内の第１基板
及び第２基板）上に右上左下の対角線方向（第３偏光板ドメイン１１１ｃの透過軸参照）
の透過軸を有する偏光物質を基板上に全面蒸着し、これを選択的に除去して、第３ドメイ
ン１０１ｃ又は画素に対応する部位に第３偏光板ドメイン１１１ｃ又は画素を形成する。
【００６６】
　このように、各ドメイン別又は画素別に透過軸が異なるように定義された偏光板１１０
が形成された基板上にアレイ工程を行い、画素電極を備えたＴＦＴアレイ基板、又は共通
電極を備えたファラーフィルターアレイ基板を形成する。
【００６７】
そして、前記第１、第２基板（図示せず）に第１、第２配向膜（図示せず）を蒸着し、前
記第１、第２配向膜のラビング処理時にプレチルトをドメイン別に異なるようにして、前
記偏光板１１０の偏光特性に相応するように、各画素別に配向方向を異なるようにしたり
、前記アレイ工程で前記画素電極、或いは共通電極などの形状が異なるように変形して、
一つの画素内に複数のドメインで区分し、各ドメイン別に配向方向が異なるように形成す
る。
【００６８】
　このような第１、第２基板を所定の間隔を有するように貼り合わせ、前記両基板の間に
液晶層を形成して、液晶パネルを完成する。
【００６９】
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図７は本発明の第２実施例に係る液晶表示装置の液晶パネル、及びこれに対応する偏光板
を示す斜視図である。
　図７に示したように、本発明の第２実施例に係る液晶表示装置の液晶パネルは、ドメイ
ン別の液晶配向が左右方向、或いは放射型を有するようにしてランダムに分布されている
。
【００７０】
　この場合、前記液晶パネルに対応する偏光板は、前記液晶配向によって光透過特性を補
償する方向に透過軸を有する各ドメイン２０１ａ、２０１ｂに対応する偏光板ドメイン２
１１ａ、２１１ｂを有する偏光板２１０を備える。ここでは、一つの偏光板２１０のみを
示したが、前記液晶パネル１００を基準に偏光板は上下部の背面に位置するもので、前記
偏光板２１０が前記液晶パネル１００の上部の背面に位置する偏光板である場合、前記液
晶パネル１００の下部の背面に位置する偏光板は、前記偏光板２１０の各偏光板ドメイン
２１１ａ、２１１ｂに対応して、９０°方向に捩れた透過軸を有するように形成する。
【００７１】
　このような第２実施例に係る液晶表示装置の偏光板２１０は、図示したように、液晶パ
ネル１００の背面にも形成することができ、アレイ形成時に液晶パネルをなす第１、第２
基板の最も下側面（ガラス表面）に形成できる。これは第１実施例で既に説明されている
。
【００７２】
　以上で説明した第２実施例に係る液晶表示装置は、前記液晶パネル１００でよりランダ
ムに放射状に配向するドメイン２０１ｂを備え、これを補償する偏光板ドメイン２１１ｂ
を形成した外には、第１実施例の液晶表示装置とその構成が同一であり、これに同一の形
成物については同一の参照符号を付する。
【００７３】
　一方、以上ではマルチドメインの液晶表示装置において、ドメイン別の液晶配向の光透
過特性を補償するために、偏光板ドメイン別に透過軸が変わる偏光板を有する液晶表示装
置について記述したが、これは前記液晶パネルに各ドメイン別の位相遅延特性を異なるよ
うにした補償フィルムを用いても同一の効果を得ることができる。この場合、前記位相補
償フィルムは、液晶パネルの背面又は液晶パネルの内部の第１、第２基板の上部に形成さ
れる。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】従来のマルチドメイン液晶表示装置の液晶パネル、及びこれに対応する偏光板を
示す斜視図である。
【図２】図１の液晶表示装置の各ドメイン別の予想輝度分布を示す図面である。
【図３】一般的なＨＡＶＡモードの液晶表示装置を示す断面図である。
【図４】図３の平面図である。
【図５】図４の液晶配向を示す形状である。
【図６】本発明の第１実施例による液晶表示装置の液晶パネル、及びこれに対応する偏光
板を示す斜視図である。
【図７】本発明の第２実施例による液晶表示装置の液晶パネル、及びこれに対応する偏光
板を示す斜視図である。
【符号の説明】
【００７５】
１００　液晶パネル
１１０　偏光板
１０１ａ～１０１ｄ　ドメイン
１１１ａ～１１１ｄ　偏光板ドメイン
１２０　液晶
２０１ａ～２０１ｄ　ドメイン
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２１０　偏光板
２１１ａ～２１１ｄ　偏光板ドメイン

【図１】 【図２】

【図３】
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